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低層建物壁面風圧に関するAylesbury国際共同研究実験
ExperimentforInternationalAylesburyCollaborativeExperimentofWindPressuresonLow-RiseStructure
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1. は じ め に

住宅の耐風性能や,換気,通風,漏気特性および暖房

負荷計算等を検討するためには,風洞模型実験等により

建物に働く風圧の性状を知ることが必要とされる.住宅

のような低層建物を対象として風圧の性状に関する国際

共同研究が企画され,筆者らもこれに参加する機会を得

た.今回,そのための風洞模型実験を行い,既往の研究

と比較を行ったので,その結果を報告する.

2.Aylesbury国際共同研究1)

Eaton,Mayne,CookらによるAylesbury(ロンドン

の北西65km)に建設された2階建の実験住宅の風圧性

状の測定は,2)･3)きわめて詳細であり,貴重な資料となっ

ている.この結果を利用し,風洞を用いたシミュレーシ

ョン手法に関する比較実験が,Cook,Davenport,

Holmesらにより提案され,進行している.この実験の趣

旨は,風洞実験におけるモデル化の手法や測定方法に固

有な不確定要素を,各種機関における同一の巡回模型(実

物の1/100)を用いた実験結果と実測値との比較から評

価し,模型による風圧測定法の向上を計ることにある.

実験は,3個の同一の住宅模型を作成し,これを世界各

地域で巡回させて進められている.最新の計画では,日

本には6月頃より3カ月間,東京大学生産技術研究所村

上研究室に,9月頃より3カ月間京都大学防災研究所石

崎研究室に巡回保管される予定であり,このほか2-3の

研究機関が参加を予定している.

3.Aylesbury実験住宅とその実測の概要 2)･3)

Aylesbury実験住宅の配置を写真-1に示す.写真は,

実測における主な風向となる西側から実験住宅を見たも

のである.写真に示されるように実験住宅の風上側は,

広い草地で生垣のほかは大きな気流障害物はない.写真

-2に実験住宅を示す.住宅は屋根勾配が可変となってお

り種々の屋根勾配のもとでの風圧データが得られてい

る.風圧は,屋根,壁面に設置された差圧変換器により,

実験住宅の東方約80m位置の地表面静圧を基準として

測定される.風向および風速は,実験住宅の南方約25m

のマストの位置で測定される.

写真-1Aylesbury実験住宅

写真-2Aylesbury実験住宅 (屋根勾配可変)

写真-3模型 (風洞内に設置したところ)

4.Aylesbury実験住宅を対象とする既往の研究

Aylesburyの実験住宅における実測値と風洞実験の

比較は,Holmes,4)Apperley,5)Tieleman6)らにより報

'東京生産大学技術研究所 計測技術開発センター 告されている.(これらの研究は,共同研究が提案される
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